
228・9・15
　

と
て
も
あ
り
が
た
い
、
嬉
し
い
お
手
紙

で
す
。『（
一
部
抜
粋
）ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
中
の
こ
と
で
す
が
、
ひ
ま

わ
り
通
り
か
ら
志
木
街
道
へ
行
く
道
に

「
ハ
チ
の
巣
が
あ
り
ま
す
」
と
張
り
紙
が

あ
り
、
そ
の
周
り
に
は
ス
ズ
メ
バ
チ
が
飛

ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
見
た
人
が
市
役
所
に
電
話
を
し

た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
職
員
が
現
地
を
見
て

く
だ
さ
り
、私
有
地
の
方
に
ご
連
絡
さ
れ
、

無
事
に
蜂
の
巣
は
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
ど

な
た
が
注
意
の
紙
を
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た

の
か
、
電
話
を
役
所
に
掛
け
て
く
れ
た
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
る
と
言
え
ま
す
』。

　

ま
さ
に【
手
を
つ
な
ぎ
、
心
を
つ
む
ぐ
】

姿
で
す
。
こ
の
姿
を
、
あ
の
ロ
ッ
キ
ー
ド

事
件
の
主
席
検
事
で
、
今
は
さ
わ
や
か
福

祉
財
団
の
会
長
で
あ
る
堀
田
先
生
が
、
８

月
28
日
、
ア
ミ
ュ
ー
で
の『
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

み
ん
な
で
創
ろ
う　

さ
さ
え
あ
え
る
街

　

き
よ
せ
』の
参
加
者
150
人
の
前
で
講
評

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
全
国
の
い
ろ
ん
な
姿
と
比
べ
て
、
清

瀬
市
が
素
晴
ら
し
い
の
は「
さ
ま
ざ
ま
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い
」方

が
断
然
多
く
て
、「
手
助
け
が
ほ
し
い
」

よ
り
も「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す

る
」人
の
方
が
多
い
わ
け
で
す
か
ら
、
こ

れ
は
す
ご
い
特
徴
な
ん
で
す
。「
ほ
し
い

よ
」
と
い
う
人
は
け
っ
こ
う
い
て
、「
自

分
が
や
る
の
は
ど
う
か
な
」と
い
う
の
が

普
通
な
ん
で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ
が
清
瀬
市

は
、「
ほ
し
い
よ
」と
い
う
人
よ
り「
や
る

人
」が
多
い
わ
け
だ
か
ら
、
今
日
は
す
ば

ら
し
い
方
が
お
出
で
く
だ
さ
っ
て
い
て
、

こ
れ
が
全
体
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

に
し
て
も
大
変
な
特
徴
で
す
。
め
っ
た
に

な
い
。』
な
ど
な
ど
と
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

と
、
こ
こ
ま
で
コ
ラ
ム
を
考
え
て
い
た

ら
、
以
下
の
案
内
チ
ラ
シ
が
来
ま
し
た
。

『「
こ
ん
な
場
所
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」そ

ん
な
思
い
を
形
に
し
ま
し
た
。
じ
っ
と
し

て
い
ら
れ
な
い
、
大
き
な
声
を
出
し
て
し

ま
う
、
周
り
の
目
が
気
に
な
る
・
・
・
気

兼
ね
な
く
子
ど
も
と
外
食
が
で
き
る
場
所

が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
～
と
い
つ
も
思

っ
て
い
ま
し
た
。
私
達
も
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
の
母
親
で
す
。
だ
か
ら
・
・
・
そ

う
い
う
場
所「
Ａ
Ａ
Ｏ
！  

食
堂
」を
作
っ

て
み
ま
し
た
』。

　
《
天
地
を
貫
く
の
は
ま
心
・
・
・　

心

は
こ
ろ
こ
ろ
す
る
が　

ま
が
つ
く
と　

も

う
万
里
一
条
鉄　

び
く
と
も
し
な
い　

ど

ん
な
こ
と
で
も　

ふ
し
ぎ
に
よ
く
な
る

（
坂
村
真
民
さ
ん
の
詩
）》。
清
瀬
、
ま
心

が
動
い
て
い
て
、
嬉
し
い
で
す
ね
。

清
瀬
市
長

小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

●
お
さ
が
り
の
麦
わ
ら
帽
に
花
の
せ
る
　
　
　
　
　
　
清
中
二
年
　
濱
口
鈴
理

　（
評
）
俳
句
の
基
本
は
、
五
七
五
の
定
型
と
季
語
だ
が
、
こ
の
一
句
の
場
合
は
「
麦
わ
ら
帽
」

が
季
語
。
麦
わ
ら
を
編
ん
で
作
っ
た
夏
帽
子
で
あ
る
。
ス
ト
ロ
ー
ハ
ッ
ト
。
基
本
的
に
日
よ

け
実
用
の
地
味
な
帽
子
で
、
し
か
も
「
お
さ
が
り
」
と
い
う
の
だ
が
、
そ
こ
に
季
節
の
花
を

添
え
る
こ
と
で
、お
洒
落
な
「
彼
女
な
ら
で
は
」
の
帽
子
に
な
り
、そ
れ
を
詠
む
こ
と
が
「
彼

女
な
ら
で
は
」
の
俳
句
と
な
っ
た
。

●
日
傘
さ
す
地
面
に
黒
い
花
が
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
二
中
一
年
　
飯
田
悠
加

　
（
評
）
こ
の
句
の
季
語
は
、
も
ち
ろ
ん
「
日
傘
」。
梅
雨
明
け
、
そ
し
て
日
差
し
が
強
く
な
る

と
と
も
に
、
町
の
な
か
で
目
立
っ
て
く
る
。
梅
雨
の
時
期
は
も
ち
ろ
ん
雨
傘
で
、
従
来
か
ら

傘
を
開
く
こ
と
を
「
傘
の
花
が
咲
く
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
っ
た
が
、
日
差
し
を
防

ぐ
日
傘
を
開
け
ば
、
ど
う
か
。
地
面
に
影
が
で
き
て
、
作
者
は
そ
れ
を
「
黒
い
花
」
と
捉
え

た
。
こ
の
独
自
性
こ
そ
、
詩
の
心
。「
黒
い
花
」
は
日
射
し
の
強
さ
も
伝
え
て
く
れ
た
。

●
母
の
日
に
一
緒
に
植
え
た
記
念
の
木
　
　
　
　
　
四
中
一
年
　
増
田
明
日
華

　
（
評
）
季
語
は
万
葉
の
昔
か
ら
の
日
本
人
の
季
節
感
と
詩
心
の
融
合
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
て
き

た
が
、ア
メ
リ
カ
発
祥
の
「
母
の
日
」
も
戦
後
の
日
本
で
す
っ
か
り
季
語
と
し
て
定
着
し
た
。

普
通
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
贈
呈
だ
が
、
記
念
植
樹
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
俳
句
独
特
の
五
七
五

の
リ
ズ
ム
に
う
ま
く
の
せ
て
、
母
子
の
愛
情
が
よ
く
伝
わ
る
明
る
い
い
い
句
に
な
っ
た
。

※
今
回
の
俳
句
は「
第
７
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会
」ジ
ュ
ニ
ア
の
部
か
ら
。
学
年
は
大
会
時
。

　第11回全国ビーチサッカー大会の関東
予選が茨城県鹿嶋市平井海岸ビーチサッ
カー場（鹿嶋市平井）で開催され、旭が
丘 在 住 の 矢 田 恵 貴 さ ん がVamos a la 
Casa（バモス アラ カーサ）のメンバーと
して出場し、見事優勝を果たしました。
　日本一を目指し、10月に沖縄県で開催
される全国大会へ出場します。

　７月17日、東京武道館（足立区綾瀬三丁目）で2016年東京都少林寺拳
法大会が開催され、男子マスターズの部で清瀬市少林寺拳法連盟の島澤
良次さん・荒井英俊さん組が、中学生
の部で高橋千聖さん（三中1年）・西ノ
村孔南さん（清中1年）組が好成績を収
め、10月29日・30日に大分県で開催さ
れる全国大会への出場を決めました。
　また、8月に大阪府で開催された全
国中学生大会の女子単独演武の部に東
京都代表として荒井白雲香さん（二中
2年）が出場、７月に岡山県で開催さ
れた全国インターハイの女子単独演武
の部には市内在住の荒井流風香さんが
出場し、見事優勝を果たしました。

　各種大会で優秀な成績を収めた方
・団体を紹介します。

第１１回全国ビーチサッカー大会へ
市内在住の矢田恵貴さんが出場

2016年少林寺拳法全国大会inおおいたの東京都代表に選出

Vamos a la Casaのメンバー。前列右
が矢田さん

前列右から高橋千聖さん、西ノ村孔南さん、
後列右から荒井英俊さん、荒井流風香さん、
荒井白雲香さん、島澤良次さん

　「まちかどニュース」「がんばりすと」への投稿を募集しています。
応募方法・問合せ　1 日号・15 日号ともに掲載希望号の1 か月
前（いずれも必着）までに、写真（データが望ましい）に説明（いず
れも150 字程度）を添えて、住所・氏名・電話番号を記入し、直接
または郵送、メールで秘書広報課広報広聴係☎ 497・1808 へ

あなたも市報に参加しませんか
投稿

募集
中

清瀬シニアカレッジ
（後期）

参加申込書

１.希望するすべての
　 講座番号・講座名
２.住所　
３.氏名(フリガナ）
４.年齢
５.電話番号

往信用（裏） 往信用（表）

清
瀬
市
元
町
１-

２-

11

 

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
行

〒204-0021

往信

52

※

返
信
用
の
表
に
は
、
あ
な
た
の
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【往復はがき記載例】

※記載内容に不備がある場合は、受
け付けできないことがあります。ご
注意ください。

講座番号・講座名 日時 内容など

①漢字の知恵と
　ロマン、発見

10月２５日・11月1日の火曜
日午後２時～４時（全２回）

奥の深い漢字世界を楽しく身近に学びます。 
定員　60人 
講師　菊池明氏

②家康、秀頼、
　直政、直虎

11月17日・24日、12月1日
・8日の木曜日午後２時～
４時（全４回）

歴史人物にまつわる話です。最終日は大河ドラ
マ主人公「井伊直虎」について。 
定員　60人 
講師　山岡昭氏

③歌声喫茶
12月７日・21日、平成29年
１月11日・25日の水曜日午
後２時～４時（全４回）

当時の歌を皆で楽しく歌います。 
定員　120人 
講師　島袋良彦氏 
費用　お茶代１回50円・歌集代100円（当日集金）

④西洋美術家が見  
　た浮世 絵の魅
　力：北斎と広重

平成29年１月13日・20日、
2月3日・10日の金曜日午
後２時～４時（全４回）

名作「富嶽三十六景」「東海道五十三次」も取り
上げる、知的で楽しい美術講座です。 
定員　50人 
講師　美術ジャーナリスト　斎藤陽一氏

⑤おりがみ
平成29年２月17日・24日、
３月３日・10日の金曜日午
後２時～４時（全４回）

季節にちなんだ作品を、基本から応用まで。 
定員　33人 
講師　石井静子氏（他数名） 
費用　500円（４回分・事前集金）

講座日程表

平 成28年 度 清 瀬 シ ニ ア カ レ ッ ジ（ 後 期 ）募集

対象　市内在住・在勤の55歳以上のシニ
アの方
定員・日時・内容など　下表のとおり（応
募者多数の場合抽選。結果は10月14日㈮
までに発送予定）
場所　生涯学習センター
申込み　９月27日（消印有効）までに、
１人に付き１枚の往復はがきに右記載例
のとおり記入し、生涯学習スポーツ課☎
495・７００１へ

保育サービス講習会日程表
日 時間 内容 会場

10月
7日㈮

午前９時30分～ 受付（テキスト代2,571円が必要）

児
童
セ
ン
タ
ー

午前10時～正午 開講式   オリエンテーション
午後１時～３時 保育の心

10月
12日㈬ 午前９時30分～午後0時30分 心の発達と保育者のかかわり

10月
13日㈭ 午後2時30分～４時30分 障害のある子の預かりについて

10月
19日㈬

午前9時30分～午後0時30分 身体の発達と病気
午後１時30分～３時30分 小児看護の基礎知識（※）

10月
21日㈮

午前10時～正午 事故による子供の障害
-実態、予防、応急処置-

午後１時～3時 子供の生活へのケアーと援助
10月

24日㈪ 午前9時30分～午後0時30分 普通救命救急講習（※）

10月
27日㈭ 午前9時30分～午後0時30分 子供の遊び

10月24
日㈪ま
たは27
日㈭ど
ちらか

１日

午後１時30分～３時

病後児保育・病児保育施設見学（※）

（上記※のある講習には、
保育はありません）

きよせ保
育園また
はチルチ
ルミチル

11月
1日㈫ 午前９時30分～午後0時30分 子供の栄養と食生活 消費生活

センター

11月
2日㈬

午前10時～正午 子育て支援サービスを提供するため
に 児童セン

ター午後１時～２時 修了式・修了証授与

ファミリー・サポートきよせ保育サービス講習会

　ファミリー・サポート・センターは、育児の援助を受けたい「依
頼会員」と育児の援助を行う「提供会員」が地域の中で子育てにつ
いて助け合う会員組織です。受講後は「提供会員」として登録し、
子育て応援に参加していただきます。
対象　市内及び近隣に居住している20歳以上の健康で子ども好き
な方。先着30人（保育は要予約。先着６人）
日時・場所　下表のとおり
受講期間　１回ですべて受講できない場合は２年間有効
申込み　10月２日までに各地域市民センターなどにある申込用紙
に必要事項を記入し、直接窓口またはファクスでファミリー・サ
ポート・きよせ☎492・１１３９　444・４５４６へ（午前９時～５時）
問合せ　子ども家庭支援センター子ども家庭支援係☎495・７７０１


